
 
  

平
成
二
十
三
年
度 

全
国
労
働
衛
生
週
間
実
施
に
あ
た
っ
て 

 
 

全
国
労
働
衛
生
週
間
は
、
労
働
者
の
健
康
管
理
や
職
場
環
境
の
改
善
等
の 

労
働
衛
生
に
関
す
る
国
民
の
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
職
場
で
の
自
主
的
な

活
動
を
促
し
て
労
働
者
の
健
康
確
保
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
二
十
五
年

か
ら
実
施
し
て
お
り
、
本
年
で
六
十
二
回
を
迎
え
、
毎
年
十
月

一
日
か
ら
十
月

七
日
ま
で
を
本
週
間
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。 

 

本
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
で
は
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
、
未
曾
有
の
甚
大

な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

今
回
の
労
働
衛
生
週
間
に
お
い
て
は
、
『 

見
逃
す
な 

心
と
体
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ 

 

み
ん
な
で
つ
く
る
健
康
職
場
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
職
場
巡
視
に
よ
る 

危
険
性
ま
た
は
有
害
性
等
の
調
査
等
の
促
進
、
定
期
健
康
診
断
の
結
果
に
基
づ

く
措
置
の
実
施
の
促
進
、
化
学
物
質
に
よ
る
健
康
障
害
の
防
止
等
を
重
点
対
策

と
し
、
「健
康
に
働
け
る
職
場
」
を
目
指
し
て
取
り
組
み
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 当

社
で
は
、
定
期
健
診
の
結
果
に
基
づ
く
措
置
の
実
施
や
、
安
全
衛
生
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
な
ど
を
通
じ
て
、
労
働
衛
生
に
関
す
る
情
報
提
供
と
職
場
環
境

の
整
備
や
健
康
の
保
持

・
増
進
に
つ
い
て
啓
発
し
て
お
り
ま
す
が
、
労
働
者 

自
身
も
健
康
管
理
に
関
心
を
持
っ
て
、
「積
極
的
な
健
康
づ
く
り
」
を
実
践
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

全
国
労
働
衛
生
週
間
を
機
に
、

「労
働
衛
生
意
識
の
高
揚
」
と

「自
主
的
な 

労
働
衛
生
管
理
活
動
」
の

一
層
の
促
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
申
し
上
げ 

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
た
し
ま
す
。 
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